




※対象／東日本大震災によ り 都内に避難さ れた、すべての方
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発行　 東京都総務局復興支援対策部

上記相談は、 東京都と 協定を 結び、 東京都社会福祉協議会が実施し ていま す。

福島県から 都内に避難さ れた方には夜間相談窓口（ 福島県委託） も あり ま す

医療ネッ ト ワ ーク 支援センタ ー

受付時間： 平日17時～20時30分　 メ ール： s o u d a n @ m e d ic a l-b a n k .o r g

福島県に関する お問い合わせ

宮城県に関する お問い合わせ

岩手県に関する お問い合わせ
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ふく し ま の今と つながる 相談室  to ir o

宮城県 復興・ 危機管理部 復興支援・ 伝承課

いわて被災者支援センタ ー サブセンタ ー

毎週　 月・ 水・ 金曜日　 ９ 時～17時 　 ※祝日・ 年末年始を 除く

月～金曜日　 ８ 時30分～17時15分 　 ※祝日・ 年末年始を 除く

月～金曜日　 ９ 時～17時 　 ※祝日・ 年末年始を 除く

避難元県の電話相談窓口
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避難生活の悩み、 一人で抱えていま せんか？避難生活の悩み、 一人で抱えていま せんか？

ご相談は、 電話・ メ ールで受け付けていま す。ご相談は、 電話・ メ ールで受け付けていま す。

受付時間　 平日9時30分～ 17時

◎メ ール相談も 受け付けていま す　 ▶

o ta g a is a m a @ tc s w .tv a c .o r .jp
※メ ールは常時受け付けていま す。 （ 返信は、 平日、 9時30分～17時の間に行いま す）
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全国避難者情報シス テムは、避難さ れている 方への支援を目的と し ていま す。

お住ま いの住所や現状等に変更があり ま し たら 、必ず届け出下さ いま すよ う 、

皆さ ま のご協力をよ ろし く お願いいたし ま す。

▶ 引っ越し をさ れたら 手続き が必要です

・ 同じ 区市町村内へ転居さ れる 場合でも 、「 全国避難者情報シス テム」の手続き が必要です。

・  住民票の手続き を さ れた場合でも 、それと は別に「 全国避難者情報シス テム」 の手続き を お願

いし ま す。

手続き 方法は、

下記の2か所に届け出が必要です。

手続き の詳細は、各区市町村の窓口に

お問い合わせく ださ い。

（ 1）転居前にお住ま いだった区市町村の窓口

（ 2）新たにお住ま いになる 区市町村の窓口

例えば、福島県浪江町から 避難し 、新宿区

の応急仮設住宅に入居し て いた が、退去

し 、世田谷区へ転居し た場合。

➡ 新宿区と 世田谷区へ届け出が必要と な

り ま す。

　 まずは、各窓口へお問い合わせく ださ い。

▶ 全国避難者情報シス テムに登録をし ておく と

〇避難元の県・ 市町村から 登録さ れた所在地あてに、様々なお知ら せを送る こ と ができ ま す。

〇現在お住ま いの区市町村での、避難者の方々に向けた支援に役立てら れま す。

▶ 避難を終えた場合 （ 定住・ 帰郷など）

　 全国避難者情報シス テムの登録解除の手続き が必要です。

　 避難先の区市町村窓口及び避難元の市町村窓口へ届け出てく

ださ い。詳細は、避難先区市町村窓口へお問い合わせく ださ い。

▶  原発避難者特例法に基づく 届出も  

手続き が必要です （ ※対象地域の方のみ）

※ いわき 市、田村市、南相馬市、川俣町、広野町、  

富岡町、大熊町、双葉町、浪江町、川内村、 飯舘村

　 住所が変わら れた場合は、その都度、避難元の市町村窓口へ

届け出てく ださ い。

　 詳細は、避難元市町村窓口へお問い合わせく ださ い。

東日本大震災により 避難さ れている 皆さ まへのお願い
－全国避難者情報シス テム等の届出について－

いわき 市

田村市

南相馬市川俣町

広野町

富岡町

大熊町

双葉町

浪江町

川内村

飯舘村
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受 付 時 間 平日9 時から 1 7 時ま で

都内避難者支援課HP h t tp s://w w w .so um u .m e t ro .to kyo .lg .j p /1 7 h isa ich i/hp /to na ih in a n sha .h tm l

東京都総務局復興支援対策部都内避難者支援課

https://www.soumu.metro.tokyo.lg.jp/17hisaichi/hp/tonaihinansha.html
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福島12 市町村　 求人情報

2 0 1 1 年3 月に発生し た東日本大震災と 、 その後に起こった福島第一

原子力発電所の事故によ り 避難指示等の対象と なった、 南相馬市、

田村市、川俣町、浪江町、富岡町、楢葉町、広野町、飯舘村、葛尾村、

川内村、 双葉町、 大熊町を指します。

福島
1 2市町村

と は

求人情報は

こ こ から チェッ ク！

福島県

富岡町

大熊町

双葉町

太

平

洋

川俣川俣町川俣
飯舘村村村

川内村

広野広野町広野町

楢 町葉町町

浪江町町

南相馬市

田村市

葛葛葛尾村

ふく しまで始める 新し い暮らし

福島を“ ふるさと ”に

しませんか



山 路 を 登り な が ら
山 路 を 登り な が ら

山路 を 登 りな が ら

一般社団法人　 まちづく り なみえ
双葉郡浪江町大字幾世橋字大添 5 2 -1    TEL0 24 0 -2 3 -7 5 3 0

山・ 川・ 海と 豊かな自然に恵まれ、 冬でも ほと んど積雪がなく 、 夏も

涼しく 過ごしやすい気候です。 JR常磐線、 常磐自動車道が縦断し、

東京や仙台から のアクセスも 良好です。 浪江駅周辺には「 福島国際

研究教育機構（ F-REI）」 の建設が進めら れ、 先端産業の拠点として

注目さ れています。

●移住に関する 情報・ 相談はこ ちら

●「 住みたい田舎」ベスト ランキング第 1 位の町

浪江町立学校児童生徒就学支援金交付

学用品費・ 通学品費等 を交付

浪江町移住者
住宅取得事業補助金

町外から 移住し 住宅を 取得し

た方は、補助金最大1 0 0 万円

の 補助が 受けら れま す。さ ら

に、要件を 満た す方には浪江

町の補助費として最大4 5 万円

の加算補助金を 受ける こ と が

でき ます。

145 万円補助
最
大

1 8 歳以下の
子ども の医療費

無料

就学支援金
にて支給（ 全額）

浪江町立なみえ創成小・ 中学校制服等購入費補助

学校給食費 出産祝い金

第2 子まで　 　 5万円
第3 子以降 20万円

移住者向け
住宅支援補助金

町内不動産事業者等の管理す

る賃貸物件に入居する移住者に

対して、月額家賃のう ち37 ,0 0 0

円を超える金額について最大月

4万円を補助します（ 最長2年）。

最大月 4万円補助

子育て

支　 援

制服等
（ 中学生）

・ 運動着等
（ 小・ 中学生）

の購入費を補助

住宅

支援

浪江町 HP

※「 田舎暮ら し の本」（ 宝島社） 2 0 2 5 年度　 人口 5 千人未満のま ち　 総合部門

ラ ッ キー公園 in なみえま ち請戸漁港
© 2025 Pokém on. ©1995-2022  Nintendo/Creatures Inc./GAME FREAK inc.
ポケット モンスター・ポケモン・ Pokém onは任天堂・クリ ーチャーズ・ ゲームフリ ークの登録商標です。

浪 江 町
な み え ま ち

学校給食費

無料

双葉町移住定住相談センタ ー
双葉郡双葉町大字長塚字町 12 　 TEL0 8 0 -1 7 5 2 -93 5 3

全86戸の公営住宅が整備さ れ、移住者も 増加しています。令和7年度

には、商業施設（ スーパー、飲食店）がオープン予定で、生活環境の整

備が進められています。

●移住に関する 情報・ 相談はこ ちら

●双葉駅を中心に新たな町づくり が進む

1 8 歳以下の
子ども の医療費

無料

来て「 ふたば」 住宅取得支援事業補助金

住宅の取得費、取得し た住宅のリ フォーム経費とし て補助対象経

費の1 ／2（ 最大1 5 0 万円）を補助

※福島県「 来てふくしま 住宅取得支援事業」に該当する 場合は加算

　 あり

子育て

支　 援

住宅のリ フォーム経費

補助対象経費の

（ 最大150 万円）

を補助1 ⁄2

住宅

支援

出産祝金

第2 子以降　 10万円

第2 子には 　   5万円
第3 子以降　 10万円

小学校

入学時

子育住宅

支援

住住宅住宅

支援

双葉町 HP

双葉町ダルマ市東日本大震災・ 原子力災害伝承館

双 葉 町
ふ た ば ま ち

求人情報は

こ ちら から

求人情報は

こ ちら から

福島県1 2 市町村
移住支援金 世帯200万円 単身120万円

ふ た ば

矢吹町

全市町村
が対象

全市町村
が対象



入学祝金

小中学校に入学する

子ども 1 人につき　

川俣町移住・ 定住相談支援センタ ー
伊達郡川俣町字五百田 3 0　 TEL0 5 0 -3 1 1 7 -2 2 7 5

県庁所在地の福島市から車で約30 分と 便利な場所にあり 、 アクセス

の良さ が特徴。 川俣シャモ（ 地鶏） や、 アンスリ ウム、ト ルコ ギキョ

ウなどの花き 栽培が盛んで、 最先端の企業も 立地する、 農・ 商・ 工

の 3 拍子がそろったまちです。

●移住に関する 情報・ 相談はこ ちら

●「 ちょう どいい田舎暮らし」 ができる 町

住宅新築等支援金

※川俣町空き 家等バンク で空

き 地を 取得し 、新築住宅を 購

入して居住する 場合

1 8 歳以下の
子ども の医療費

無料

無料

放課後児童ク ラ ブ割引

小中学校の給食費 出産祝い金

住宅取得支援奨励金

最大200万円

子育て

支　 援

いいたて移住サポート センタ ー　 3 ど°
相馬郡飯舘村伊丹沢字伊丹沢 5 7 8 -1 　 TEL0 2 4 4 -6 8-2 8 5 0

福島県の太平洋側と 内陸部を隔てる阿武隈高地北部に位置し、猛暑

日は0 日と 夏の過ごし やすさ が魅力です。「 までい（ じっく り と・ 丁寧

に）」に称さ れるスロ ーライフを実感できる一方、若い移住者が新しい

こと にチャレンジしている村です。

●移住に関する 情報・ 相談はこ ちら

●地域に根ざした「 までい」 な暮らしを実践

1 8 歳以下の
子ども の医療費

無料

子育て

支　 援

山 路を 登 り なが ら

住宅

支援

保育料・ 教材・ 給食など

小中学校入学時 　   10万円
高校入学時　 　 　 20万円

住宅

支援

子育住宅

支援支援

住住宅住宅

支援

川俣町 HP

飯館村 HP

5万円

2 人目は 半額、3 人目は1／10

第1子　  10 万円
第2 子　  20 万円
第3 子以降   30 万円

住宅新築補助金

最大500万円

空き 家等購入補助金

最大200万円

住宅修繕等補助金

最大100万円

村立こ ども 園通園児

義務教育学校通学児
無料

子育て応援支援金

赤ちゃん誕生祝金

20万円

最大280万円

秋山の駒ザク ラコ ス キン・ エン・ ハポン

風の子広場秘密基地 ( どき どき ） いいたて村道の駅　 ま でい館

川 俣 町
か わ ま た ま ち

飯 舘 村
い い た て む ら

求人情報は

こ ちら から

求人情報は

こ ちら から

福島県1 2 市町村
移住支援金 世帯200万円 単身120万円

い い た

矢吹町

全市町村
が対象

全市町村
が対象



出産祝い金

みなみそう ま移住相談窓口「 より みち」
南相馬市原町区旭町 1 丁目 46 -4 　 2 階　 TEL0 24 4 -2 6-8 51 8

福島県北東部に位置し、海と 山に囲まれた自然豊かな場所であり なが

ら 、生活環境が整った暮らしやすいまち。千年を超えて今なお続く 伝

統的な祭り「 相馬野馬追」や、近年は「 ロボット のまち」としても 知ら れ

るよう になり ました。

●移住に関する 情報・ 相談はこ ちら

●3 つのエリ アが特徴的な暮らし やすいまち

葛尾村移住・ 定住支援センタ ー　こ んにちはかつら お
双葉郡葛尾村大字落合字落合 2 0 -1 　 TEL0 2 40 -2 3 -7 7 27

福島県浜通り に位置している自然豊かな農山村。 県立自然公園日山

や五十人山などの山々に囲まれ、 緑が多く 空気の澄んだと ても 小さ

な村は、 不便さ も あり ながら、「 いい」 も のがたく さ んあるちょう ど

いい田舎です。

●移住に関する 情報・ 相談はこ ちら

●住む人も 関わる 人も みんなで復興に取り 組む村

1 8 歳以下の
子ども の医療費

無料

みら い子ども 助成金
交付事業

子育て

支　 援

住宅

支援

子育住宅

支援

住住宅住宅

支援

子育て

支　 援

住宅

支援

南相馬市HP

葛尾村 HP

住宅購入等世帯定住
促進事業奨励金

※転入後、5年以内に住宅を取得

もしく は、住宅取得後1年以内に転

入した世帯で、申請時点において、

夫婦のいずれか（ ひとり 親世帯の

場合はその親）が満43 歳未満の

世帯

※条件を満たす場合、加算金あり

100万円 月1万円

在宅保育支援事業

3歳未満の子どもを家庭において

保育している保護者に対し支給

復興移住支援金

※空き 家バンク 登録物件の購入

により 移住した、県の12市町村移

住支援金に該当しない芸術家や

シニア世代が対象

移住促進空き 家
活用補助金

最大250万円

来てかつら お住宅取得
支援事業

最大100万円
※県の事業と 併用可

無料

小中学校の給食費

月2万円
乳幼児及び村立学校に通学

する 児童に支給

※出生時と 就学時に分けて支給

就園・ 就学支援事業

新入学時の被服費、 学用品、

教材費、 保護者会などの無償化

世帯    200万円
単身    120万円

第1子　  10 万円
第2 子　  20 万円
第3 子以降   30 万円

相馬野馬追 北泉海浜総合公園

復興交流館あぜり あ も り も り ラ ンド ・ かつら お

よう こ そ赤ちゃん誕生祝い品支給事業

 2 万円分 + 南相馬市米
紙おむつ・ おし り ふき・ 粉ミ ルク が購入でき る 給付金と 米を支給

育児用品
引き 換え
チケット

はぐ パパ応援育休
取得促進奨励金

最大20万円
男性の育休取得に対して支給

※支給要件あり

多子世帯子育て応援支援金

  30万円
　　 　 10万円

第3 子以降
出産時

小学校入学時

南相馬市
み な み そ う ま し

葛 尾 村
か つ ら お む ら

求人情報は

こ ちら から

求人情報は

こ ちら から

子育て世代に心強い 3 つの無料化

給食費無料

保育料無料

医療費無料

幼稚園・ 保育園・ 認定こども 園

小中学校対象

保育園・ 認定こども 園

小規模保育施設対象

18歳以下のこども 対象

南相馬市の子育て情報が一度にわかる

子育て応援サイト

※東京圏（ 条件不利地域を除く ）から18歳未満の世帯員が一緒に移住する場合、

　 子育て加算として1人につき100万円を加算。

※医療・ 介護・ 福祉職の有資格者は1人当たり 120万円加算

1 年で 最大 

5 回
ふく しま1 2 市町村

移住支援交通費等補助金



移住相談窓口 楢葉町地域活動拠点施設まざらっせ内

双葉郡楢葉町大字下小塙字久保田 63 -3 　 TEL02 4 0-23 -6 2 71

浜通り 地方のほぼ中央に位置し、 緑豊かな阿武隈高地と 太平洋の大

海原に囲まれたまち。 スーパー・ ホームセンター・ 飲食店の集まる「 こ

こなら笑店街」 や、 サッカーナショ ナルト レーニング施設・Jヴィレッジ、

温泉・ 宿泊施設も備えた天神岬スポーツ公園などがあり、充実した生活

環境・ 教育環境が魅力です。

●移住に関する 情報・ 相談はこ ちら

●温暖な気候と“ ひと”のあたたかさ が自慢

市立幼稚園給食費

無料

子育て

支　 援

田村サポート センタ ー
田村市船引町石森字舘 10 8 　 TEL0 5 0-55 2 6-45 8 3

5つの町村が合併してできた田村市。阿武隈の山々をはじめ、渓流や

鍾乳洞などの大自然も 共存し、人々が助け合いながら 仕事も プラ イ

ベート も 満たされる、そんな田舎暮らしの醍醐味を味わえる環境が魅力

です。

●移住に関する 情報・ 相談はこ ちら

●わくわくがとまらない自然とチャレンジがいきるまち

1 8 歳以下の
子ども の医療費

無料

子育て

支　 援

住宅

支援

妊産婦医療費助成＜市独自事業＞

1 8 歳以下の
子ども の医療費

無料

住宅

支援

子育住宅

支援

住住宅住宅

支援

楢葉町 HP

田村市 HP

移住定住促進
賃貸住宅家賃補助金

町外から 移住し、民間の賃貸住

宅へ入居する方に対して、月額

家賃のう ち35 ,00 0円を超える

金額について、最大月4 万円を

補助します。（ 最大36ヶ月）

最大月 4万円

給食費

無料

妊産婦の医療費（ 保険診療分）を助成

子育て応援券の支給＜市独自事業＞

最大10万円
市内の取扱登録店で使える 子育て応援券を、出生時・ 1歳の誕生日

に各3 万円分支給。

※第3 子以降は2 歳の誕生日に10 万円分を支給。

3 歳未満児の保育料

無料第 3 子以降

ムシムシラ ンド あぶく ま 洞

こ こ なら 笑店街 天神岬ス ポーツ公園

移住者向け空き 家改修
支援事業補助金

改修及び片付けを行う 場合

上限 250万円
町内へ移住する 方が居住を

目的と し て空き 家を改修す

る ために係る 費用の一部を

補助し ま す。 上限： 改修の

み 2 0 0 万円、 片付け 5 0 万

円（ 自ら 行う 改修の費用は

対象と なり ま せん）

保育料・ 一時保育

無料

出産祝い金

第1子　  10 万円
第2 子　  20 万円
第3 子以降    30 万円

楢葉町立小・ 中学校制服、 学用品支給

制服、 運動着、 学用品等を支給

通学費助成

無料
町内から町外へ通学する場合の

電車代等を助成

妊婦のための
支援給付金

妊娠時に5万円 
出産後に5万円
※多胎児の場合は10万円

子育て世帯等住宅取得
奨励金

100万円
住宅を 新築、ま たは建売新築

住宅を 購入し た 若年夫婦や

子育て世帯に支給

求人情報は

こ ちら から楢 葉 町
な ら は ま ち

転入子育て世帯
住宅取得補助金

100 万円
定住のため1 ,0 0 0 万円以上の住

宅を 取得、ま たは転入後3 年以内

に取得した世帯に対し補助

移住定住促進
賃貸住宅家賃補助

県外から 転入し て 就業ま たは起

業し ている 方（ こ れから する 方も

含む）を 対象に、賃貸住宅の家賃

の一部を支援

最大 月4万円

空き 家リ フォーム 補助

県外から の転入者を 対象に、空き 家

バンク物件のリフォーム費用を補助

※県内からの転入者は最大100万円

最大250万円

田 村 市
た む ら し

無料

求人情報は

こ ちら から

リ フォーム 子ども 応援

子育て世帯が市外から 転入する

ために空き 家を 改修する 場合の

リ フォーム費用を補助

子ども
1人あたり 10 万円

転入子育て世帯空き 家リ フォーム 補助

福島県1 2 市町村
移住支援金 世帯200万円 単身120万円

た む

矢吹町

全市町村
が対象

全市町村
が対象



広野暮らし 相談窓口「 り んく ひろの」
双葉郡広野町大字下北迫字苗代替 3 5 　 TEL0 24 0 -2 7 -1 25 1

太平洋と 阿武隈高地の自然に囲まれた小さ な町で、中心部に町役場、

教育機関、医療機関、広野駅、イ ンタ ーチェンジ、二ツ沼総合公園、

スーパー、飲食店など生活に必要な機関や店舗が集積した「 田舎すぎ

ない田舎」のコンパクト タウンです。

●移住に関する 情報・ 相談はこ ちら

●すべての世代が安心して住み続けること ができるまち

1 8 歳以下の
子ども の医療費 入学祝金

小学校・ 中学校入学時に

5万円を支給

出産祝金中古住宅取得補助事業

川内村移住・ 定住支援センター（ 一般社団法人かわう ちラボ内）
双葉郡川内村大字上川内字町分 2 82 -6　 TEL02 4 0-23 -70 4 0

国指定天然記念物モリ アオガエルの生息地として有名で、「 蛙の詩

人」 と 呼ばれた草野心平が愛した地でも あり ます。 四季折々の自然

の景色と 優しい蛙の歌声が響く 、 と ても あたたかい気持ちになれる

場所です。

●移住に関する 情報・ 相談はこ ちら

●豊かな自然と 柔ら かな風が吹く 村

1 8 歳以下の
子ど も の医療費

無料

「 来て かわう ち」 住宅取得支援事業

子育て

支　 援

住宅

支援

子育住宅

支援

住住宅住宅

支援

子育て

支　 援

住宅

支援

広野町 HP

川内村 HP

無料

出産祝金

5万円

若者定住応援交付金

世帯  30万円
単身　20万円

※40歳未満の移住者で村内また

は近隣市町村の事業所に勤務す

る方

最大70万円

定住住宅費支援交付金

最大 月2万円
家賃月額の1／2を補助

（ 最大36カ月）

第1子　  10 万円
第2 子　  20 万円
第3 子以降    30 万円
※出生時と 就学時に分けて支給

保育料

無料

乳幼児家庭保育
支援手当

月2万円
満1歳～3 歳の乳幼児を家庭で保育

する保護者に支給

保育園、 義務教育学校
の給食費

無料

200万円最
大新築住宅補助事業

・ 移住さ れた方　 40万円加算

・ 45 歳未満または

新婚世帯 １0万円加算

10万円加算
・ 18 歳未満の

お子さま
1 人

あたり

※1,000万円以上の新築住宅の取得費用を補助

二ッ 沼総合公園 みかんの丘

かわう ちの湯 天山文庫

広野駅東ニュ ータ ウ ン住宅用地

取得支援事業補助金

広野駅東ニュータウン住宅用地

を取得した子育て世代・ 若年夫

婦に対し補助

300万円

移住者向け空き 家改修

支援事業補助金

県外からの移住者が町内の空き

家を改修する経費等を補助

※住宅の改修と 残留物の片づけ

を行った場合

住宅の改修のみ： 200万円

片付けのみ： 50万円

上限250万円

広野こ ども 園を利用する

3 ～ 5 歳の給食費

ひ ろ の ま ち

広 野 町

小・ 中学校給食費

無償化

広野こども 園およ び広域保育に通う

0 ～ 2 歳児の保育料

無償化 無償化

※条件により 加算あり

川 内 村
か わ う ち む ら

求人情報は

こ ちら から

求人情報は

こ ちら から

※2 025 年 6 月現在の情報です。 支援を受けるには一定の条件があり ますので、 詳しく は自治体等へご確認く ださ い。

※東京圏（ 条件不利地域を除く ）から18歳未満の世帯員が一緒に移住する場合、

　 子育て加算として1人につき100万円を加算。

※医療・ 介護・ 福祉職の有資格者は1人当たり 120万円加算

1 年で 最大 

5 回
ふく しま1 2 市町村

移住支援交通費等補助金



大熊町移住定住支援センタ ー
双葉郡大熊町大字下野上字清水 3 07 -1    TEL0 2 4 0-2 3 -7 1 0 3

常磐自動車道のインターチェンジにほど近い大川原地区には、町役場

を中心に商業施設や学校、公営住宅が建ち並び、生活の拠点と なって

います。JR大野駅西側のエリ アには、2025年3月に新たな施設がオー

プンし、にぎわいを見せています。

●移住に関する 情報・ 相談はこ ちら

●新たな施設の建設が進む活気あふれる 町

大熊町ふる さ と 帰還
移住支援事業

町外から住民票の異動を伴い転

入し、町内に1年以上継続して居

住している方に支給さ れます。

20万円最
大県外

15 万円最
大県内

出産応援給付金

妊娠時に 5万円 を給付

出産祝い金

子育て応援給付金

出産後に5万円
（ 多胎児の場合は10万円）を給付修繕に最大 250 万円を補助

420万円最
大新築

120万円最
大中古

第2 子まで　 　 5万円
第3 子以降　20万円

住宅の購入［ 新築・ 中古］

1 8 歳以下の
子ども の医療費

保育料・ 預かり 保育料

（ 給食などの経費も 含む）

無償化

就学時祝金

小学校入学時に

5万円 を給付

学校給食費

無料

家賃支援事業

町に転入し、住居として民間賃貸

を契約さ れる 方へ、家賃の半分

（ 最大月4万円）を36カ月間補助

家賃の半分（ 最大月4 万円）

36カ月間補助

子育て

支　 援

住宅

支援

大熊町 HP

無料

CREVA おおく まク マ SUN テラ ス

大 熊 町
お お く ま ま ち

出産記念手当

第2 子まで　 　 5万円
第3 子以降　20万円

教育費の支援

と みおかく らし 情報館
双葉郡富岡町大字小浜字中央 33 8    TEL0 2 4 0 -2 3 -6 9 8 3

太平洋と 緑豊かな阿武隈高地の間に広がり 、 四季を通じて暮らしや

すい温暖な土地です。 スーパー、 ホームセンタ ー等が入居する商業

施設が開業し 利便性が向上したほか、 小・ 中学校が再開するなど、

福祉、 教育の面でも 環境の整備が徐々に進んでいます。

●移住に関する 情報・ 相談はこ ちら

●チャレンジしたい人を応援する 町

1 8 歳以下の
子ども の医療費

無料

富岡町定住化促進対策住宅助成事業

住宅を取得またはリ フォームする場合に、助成対象経費の15％または

300万円のいずれか低い額を助成。

助成対象経費の15％ま たは 300万円助成

通学費・ 校外活動費
修学旅行費・ 給食費
被服費( 一部) ほか

子育て

支　 援

住宅

支援

子育住宅

支援援

住住宅住宅

支援

子育て世帯奨励金

30 万円

18万円（ 最長 3 年間）

子育て奨励金／

中学3年生まで1人につき    年間 　 　

定住に関する 奨励金        1世帯

富岡町 HP

富岡わんぱく パーク 夜の森の桜並木

富 岡 町
と み お か ま ち

求人情報は

こ ちら から

求人情報は

こ ちら から

※東京圏（ 条件不利地域を除く ）から18歳未満の世帯員が一緒に移住する場合、

　 子育て加算として1人につき100万円を加算。

※医療・ 介護・ 福祉職の有資格者は1人当たり 120万円加算

1 年で 最大 

5 回
ふく しま 1 2 市町村

移住支援交通費等補助金



運営： 福島求人支援チーム   公益社団法人 福島相双復興推進機構　 　 協力： 福島労働局   福島県

全国から 福島への移住者増加中！

最大2 0 0 万円の

移住支援金！
子育て世代はさ ら に

加算も ！

ご相談は

ふく し ま1 2 市町村
移住支援センタ ーへ

●オンラ イ ン相談

●対面相談（ 東京・ 現地）

●市町村へ直接相談

相談形式が

選べま す

2 0 2 5 .6

まずは受給対象か
チェック

求人情報を
チェック！

表面の二次元コ ード 、もしく は

で検索

求人ボック ス　 福島12市町村　 求人特集

福島ではたらく 、移住きっかけマガジン「 HOOK（ フック ）」で働く 人の“ リ アルな声”をチェック

世帯200万円 単身120万円

福島県1 2 市町村
移住支援金

一人あたり120万円

医療・ 介護

福祉職有資格者加算

子育て加算

一人あたり
100万円（ 18 歳未満 )

※各要件あり

至水戸

郡山

会津若松

新白河

ききいわき

只
見
線

会
津
鉄鉄
道

会

会
津
鬼
怒
川
線

磐
越
自
動
車
道

磐
越
東
線

常
磐
自
動
車
道

常
磐
線

東
北

新
幹

線

水
郡
線

東
北

本
線

阿
武

隈
急

行
線

東
北

自
動

車
道

磐越西線

南相馬市南相馬市

飯舘村飯舘村

川俣町川俣町

葛尾村葛尾村
浪江町浪江町

双葉町双葉町

大熊町大熊町

富岡町富岡町

楢葉町楢葉町

川内村川内村

田村市田村市

広野町広野町

〔 福島県へのアク セス 〕

至仙台

至米沢

至
新
津

至
新
潟

至
小
出

至浅草

至東京

至仙台

福島奥羽本線

東
北

中
央

自
動

車
道

至水戸
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